










はじめに  

胎児心拍数細変動の分析にあたって,Computer の利用は不可欠であるが,この場合常に問

題となるのが A/D 変換の方式である。心拍信号を Digita1 信号に変換する方法として等間

隔の Sampling rate で A/D 変換する Sampling 法と心拍信号(R 波)の発生するたびに,その

時間間隔を Digita1信号に変換する Interva1 measurement が代表的である｡前者には通常

の A/D 変換器を利用できるが,後者には心拍一拍ごとに信号を発生する特殊な A/D 変換器

(Interval Counter)を必要とする。心拍細変動が一拍ごとの変化により生ずるという事実

から細変動の分析は後者によるものが多い。一方 Computer System には前者の方が使いや

すいとされており,この点に関して未だ統一された見解は得られていない。本研究の目的は,

両方式を種々の観点から比較し,両者の特徴および問題点を明らかにすることにある。 


